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現代チ ベ ッ ト語に おけ る
iiLA

格助詞 と φ 格
＊” 1）

高　橋 慶　治

は じ め に

　本稿 は ， 現代チ ベ ッ ト語口 語ラ サ （中央）方言 （以下，

チベ ッ ト読 と略称す る ） にお い て ，LA 格助詞が現れ る

場合と現れない 場合を比較 して，LA 格助詞 の 用法につ

い て 考える もの で あ る 。

　 こ こ で言う LA 格助詞 とは ， 古典文法で 言 う 1a　don

の 全て で は な く，チペ ッ ト語 に出現す る ／1a／ と，そ の

交替形 式で あ る音 節 末 の 短母音 の 長音化 とい う二 種 の み

を指す 。 現代チペ ッ ト語 口語 で は ，他 の 1ad 。 n 形式は ，

ほ とんど現 れ な い た め，考慮に入 れる必要 は ない 。 ま

た ， φ （ゼ ロ ）格 とい うの は ， 後置詞を持た な い
， 名詞

だ けの 形式で あ る
2｝

。

　本稿で は，「格」 と い う用語を，形式の 面に基づくもの

として 用 い る 。 すなわ ち， 「LA 格」 とは， 「名詞 の，

LA 格助詞を伴 っ た 形」 とい う意味 で用い られ る。 意味

の 面 か ら 「格 」 と い う用 語を用 い る場合に は，　「主格」

「与格」な どの よ うに ， カ ギ括弧を付けて 区別する 。

　 さて ，LA 格助詞 に っ い て は，さま ざ ま に言及され て

い る に も関わらず，その 現れ方 を統一的 に説明で きて は

い ない 。 特に，い わ ゆ る 目的語を表す場合 ，

一
般的 に

は，LA 格名詞 が 「間接目的語」，φ格名詞が 「直接目

的語」を表すと言われ る こ とが多 い が，チベ
ッ ト語 の 助

詞体系 の中で 妥当な解釈 と言 える だろ うか 。 た んに，「間

接 目的語」
・「直接目的語」 とい う

一般的 な用語
3）で ， チ

ベ ヅ ト語の 格形式に 単純 に意味役割を指定した り， ま た ，

日 本語 の 「に」や 「を」 に単純 に 割 り当 て る の で は な

く， チ ベ
ッ ト語の 特性を見い 出し うる記述が ， まず ， 必

要 で ある と考 え る 。 そ こ で ．本稿で は，特に ， LA 格と

φ格 を比較 し なが ら，LA 格助詞が どの 様な場合 に用 い

られ る か を検討す る 。

　以下 ， 本稿の 表記は，すべ て 音韻表記で あ っ て ，文語

形 は用 い な い。

1． φ格 と LA 格 の典型的な用法

特殊と思われ る用例を見る前に ， 本章にお い て ， φ格

名詞を 「直接 目 的語」，LA 格名詞 を 「間接 目的語」と見

な し て し ま え る よ うな用例を見 て お こ う。 すなわち ， 本

章に挙げる例文は ，普段，よ く見 られ る窯の で あ っ て ，

直観的 に は，何の 疑問 も生 じさせ な い 。

　本章で 扱う単純動詞 は，後に見る複合動詞が， 「名詞

＋ 動詞化詞」とい う形式で あ る の に対 し ， 動詞 だ けで成

り立 っ て い る もの で あ る。 似 下 の 例文中 ，

“ ＊
”

は ， そ

の文が不適格な 文，すな わ ち，正 し くな い 文で あ る こ と

を表す 。 また，
“

〜
”

は，不適格で は な い が ，不 自然な文

で あ る とい うこ とを表す 。

1．　 「直接 目的語」 と して の φ 格名詞

　まず，1） か ら 4）の 例を見 て み る と，それぞれ の 例

の φ格名詞 を，「直接目的語」 と呼ぷ こ とがで きよ う。

1）a ． 丶

sonam 　kaa 、

trashiPs 齦 ・pa
＾
ree

　　　　＜人名＞ GIS 〈人名〉一φ 殺す一AUX ．V

　　　　 ソ ナ ム は タシ を殺 し た

　　b．＊ Nsonam
　kli亘 、trashii　la　

、
sljlj・pa　

＾

ree

　　　　〈人名＞ GIS 〈人名＞ LA 殺す
一AUX ．　V

2）　a．　
isonain

　kljlj　
−
kushu　ci　　

＾
s
’
a
’
　lj　・　pa　

＾
ree

　　　　〈人名＞ GIS　林檎 一一φ 食べ る一AUX ．V

　　　　 ソ ナ ム は りん ご を食べ た

　　b．＊ 丶
sonam 　k飴 Mkushu

　ci　 la　
＾
s訟 ・pa

へ
ree

　　　　〈人名＞ GIS　林檎　一一LA 食べ る一AUX ．　V

3）a， i
　sonam 　k甜 　

N
　trashii　

＾kuu・pa
＾
ree

　　　　〈人名＞ GIS 〈人名〉
一
φ 待 つ 一一AUX ．　V

　　　　 ソ ナ ム は タ シ を待っ た

　　b，＊ 丶
sonam 　kti…i　、trashii　la　

＾kuu・pa　
＾

ree

　　　　＜人名＞ GIS ＜人名＞ LA 待 っ 一AUX ．　V

4＞ a．　
1trashii

　kaa　
−
puku 　

ttung ・pa　
hree

　　　　〈人名＞ GIS　子供
一
φ 殴 る一一AUX ．　V

　　　　 タ シ は子供を殴 っ た

　　b，＊ 、trashii　k議a −
puku 　la　 ltung ・pa　

＾
ree

　　　　＜人名＞ GIS 子供 LA 殴 る一AUX ．V

1）に つ い て 見て み る と，殺 され る 「タ シ 」が，生か ら死

とい う変化を被 る 主体とな っ て い る 。 こ の 時 ， 「直接 目
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的語」 で あ る 「タ シ」は φ格 とな り， LA 格助詞が付加

され る と不適格な文とな る 。 2）の 「食べ る 」，3）の 「待

つ 」，4）の 「殴 る 」も同様 に ジ 動作を受 け る対象で あ る

被動者が LA 格助詞を取 る と不適格な文に な る 。

2． 「間接目的語」を表示す る LA 格助詞

　 次 の 5）か ら 10）の 例で は，動詞が取 っ て い る二 つ の 名

詞 の 内，LA 格助詞が，形式的に 「間接 目的語」 とな っ

て い ると言えそ うに見え る。

5）a． Nsona
皿 k甜

xtrashii
　 Ia ．

一kushu　ci

　　　　 〈人名＞ GIS ＜人名＞ LA 　 林檎　一

　　　　　
Strlia ・

pa　
A
　ree

　　　　　 与え る一AUX ．V

　　　　　ソ ナ ム は タ シ に りん ごを与 えた

　　 b．＊ 、
sonam 　k装a　 i．trashii　　

−
kushu　ci

　　　　 〈人名＞ GIS 〈人名〉一φ　林檎　 一

　　　　　
丶trliti・pa

＾

ree

　　　　　 与 え る一AUX ．V

6）　a．　
xsonam

　k…i…i
−
puku 　la　

tyiki
　ci 　

−
tan ・

pa
《

ree

　　　　＜人名＞ GIS 子供 LA 手紙
一

送 る一AUX ．　V

　　　　
．
ソ ナ ム は子 供 に手 紙 を送 っ た

　　b．＊ 丶
sonam 　k義a

−
puku 　

i
　yiki　 ci　

Ttan・
pa

＾
ree

　　　　＜人名＞ GIS 子供
一
φ 手紙 一 送る

一AUX ，　V

7） a．　
、

sonam 　k甑
一
lama　la ノ ’

oma
−
phttti・pa

《

lee

　　　　＜人名＞GIS ラ マ LA ミル ク 与 え る一AUX ．V

　　　　 ソナム は ラ マ に ミ ル クを差 し上げた

　　b，＊ isonam
　kljlj「 ama

ノ ’
o 皿 a　

−
phUtt・pa

＾
ree

　　　　 〈人名＞ GIS ラ マ
ー
φ ミル ク 与える

一AUX ．V

8）a．　
、
sonam 　k凋

丶trashii　la
−
nglitt

−
yaa ・pa

＾

ree

　　　　＜人名＞ GIS 〈入名＞ LA お 金　貸す
一AUX ．V

　　　　 ソ ナ ム は タ シ に お 金 を貸 し た

　　b．＊ 、
sonam 　k…i…i　

丶trashii　
一
ngUU 　

−
yaa

・
pa　杢ree

　　　　＜人名＞ GIS 〈人名〉
一一ilお金　貸す

一AUX ．V

　 こ こ で ，LA 格助詞 を取 っ て 現れ て い る名詞 が ， 各 例

文 の bの よ うに，φ格で 現れ る と ， 不適格な 文 に なる 6
こ の 時，φ格名詞 は移動 の主体で あ り， LA 格名詞 が そ

の 到達点を表 して い る と言 うこ と も で きる 。 5＞で は ，「林

檎」が移動者で あ り， 厂タ シ」はそ の 到達点となっ て い

る 。 6）で は ， 夢格で あ る 「手紙」が移動者， 「子供」が

そ の 到 達点で あ る 。 7）や 8）で も， φ格の 「ミ ル ク」， 「お

金」 が移動者で あ り，LA 格 の 「ラ マ 」， 「タ シ 」が 移動

の 到達点 となる 。

・

　9），10）の 例は ， 受益者， すなわち ， 物理的な移動 の

到達点 とい うよ り も，利益 を 受け る もの を LA 格名詞

で 表 し て い る。

9）　a，　
isonam

　k…ia　丶trashii　la　
−kushu　ci

　　　　 ＜人 名＞ GIS 〈人 名＞LA 　林檎　一t 　　　 l
　　　　　　ム　　　　ド−t　　　　　　A

　 　 　 　 　 　 nyoo ’pa 　 「ee

　　　　　 買う一AUX ．V

　　　　　ソ ナ ム は タ シ に りん ご を 買 っ て や っ た

　　 b．＊ 丶
sonam 　kli…i　Ntrashii 　

rkushu
　ci

　　　　＜人名＞　GIS 〈入名〉一φ　 林檎 ．−
　　　　　 A　　　　　け−t　　　　　　　ム
　 　 　 　 　 　 nyoo °pa　 ree 　　　　　　　　、、　　 1

　　　　　 買 う一AUX ．　V

10） a．　
、
sQnam 　kaa −

pukll　la
／trum 　cP 　loo・pa

＾

ree

　　　　〈人名＞ GIS 子供 LA 物語
一

読む
一・AUX ．V

　　　　 ソ ナ ム は子供 に 物語を読ん で や っ た

　　b．＊ 丶
sonam 　k甜 　tpuku ’tnlm 　 ci 、loo・pa

＾

ree

　　　　＜人名＞ GIS 子 供・・il物語 r 読む
一AUX ．．V

F買 う」や 「読む」 とい う行為は，本来，行為者自身が

受 け手 で あ るが ，こ こ で は ， LA 格名詞 を 取 る こ と に よ

っ て ， そ の 行為が，他 の人oために行われた こ とを，ま

たは，他の 人 に向 か っ て 行われ た こ と を表す 。 9）で は，

「買 っ た林檎」は タ シ へ と移動し ，
10）で は，

’
子供に向

か っ て 本が読 まれた こ とに なるの で あ る 。

　第 1 章の 例は，LA 格 と φ格が，そ の 基本的な 意味

で 用 い られ て い る例で あ る 。
こ れ ら の 例 だ けか ら見 る

と， φ格名詞が 「直接目的語」，

．LA 格名詞が 「間接目

的語」で あ る と い う従来 の 考 え 方 に合致す る もの で あ

る 。 しか し， 「目的語」 とい う統語的用語を用い ず， 上

に も述 べ たように ，φ格名詞を移動者 ・変化者，LA 格

名詞をその 到達点 とす る 見方も可能で あ る 。

　次章 で は， 「直接目的語」 を LA 格で 表すもの を見

る 。 こ れ は，従来の 説明 に は，適合 しな い 現象 で ある 。

II． 「直接 目的語」を表す LA 格助詞

L 　 LA 格名詞 しか 販 らない 動詞

　11）か ら 13）の 例 で は，動作 を受け る対象を表す名詞

（被動者）が LA 格 とな っ て い る 。 上 で 見 た よ うに ， 被

動者 は φ格 にな る こ とが 期 待 され る が ， こ こ で は そ う

は な らない 。 11）で は，「彼」 の 行為が，「彼女」
．
に向か

うの で ある が，彼女 の 側か らの 働 き掛 けは な い 。 b の よ

うに 「彼女」を φ格に する と ， 不適格な文 となる 。

11）　a．　
丶
　kh61i　　ノ「

皿 o 　　la　丶tham ・
pa 　

＾
ree

　　　　彼一GIS 彼女 、LA 抱 く
一AUX ．　V

　　　　 彼 は 彼女を抱き しめ た

　　b．＊ 、kh66　 ／
mo 　

丶tham ・pa
へ

ree

　　　　彼一GIS 彼女
一
φ 抱 く

一AUX ．V

こ の 場合 ，　「彼女」が LA 格 に な 6 て い る とい うこ と

は， 「抱 く」 とい う行為 が 「彼」 か らの
一

方的 な行為で

一 3 ・一
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あ る こ とを 表す 。

　次 の 12）で は ，

−
tsikpa 「壁」が LA 格とな っ て い る 。

12＞　a．　
Nsonarn

　kaa　
−
ts董kpaa　

＾
sh 廿荘・pa　

＾
ree

　　　　＜人名＞GIS 壁一LA 　叩 く一AUX ．V

　　　　 ソ ナ ム は 壁を叩い た

　　b．＊
　
xsonam

　kljti
−
tsikpa

＾
shtiU ・pa

＾
ree

　　　　〈人名＞ GIS　 壁
一
φ　叩 く

一AUX ．V

こ れ は，　 「叩 く」 と い う行 為が，　「壁」 に 向か っ て い る

こ とを表す。
b の よ うに ，

一
tsikpa 「壁 」 を φ格に した

場合， 「壁」は 他 の 物に 対 し てぶ つ け られ る もの と な っ

て， 「壁 」 が 叩 か れ る対象 で あ る とい う a の よ うな解釈

に は不適格な文とな る。

　 13）で は ， 「ソ ナ ム 」が 「タ シ」 に対し て一
方的に 競争

心 を持 っ て い て ， それ を 態度 に 表す と い うこ とで あ り，

「タ シ 」自身は 「ソ ナ ム 」の 行為 に対抗 しな い し ， 「ソ

ナム 」が競争心 を持 っ て い る こ と を知 らな くて もよ い。

13）　a．　、sonam 　ktilj　丶trashii　la　！tr菖n ・pa　
＾
ree

　　　　 〈人名＞ GIS　＜人名＞LA 争う一AUX ．V

　　　　　ソ ナ ム は タ シ と争 っ た

　　 b．＊ Nsonam
　k甑 、trashii　

〆tran・pa
＾

ree

　　　　 〈人名＞ GIS 〈人名〉
一
φ 争 う

一AUX ．　V

すなわ ち ，

！t珸 n と い う動詞が ，
LA 格名詞 を取 る場合，

こ の 名詞が表す実体は動詞の 表す動作に は，直接関わ っ

て い な い とい うこ とで あ る 。

　 11）や13）で，相互的な 行為 を表 し た い 場合 に は，

DANG 格助詞を用い る。 こ の 場合， 動詞 も相互 を表す

形式を取 る こ とが 好 まれ る 。 （註 9参照）

2． LA 格名詞 と φ格名詞 の 両方 を 取 る 動詞

　本節で は ， 動作を 受ける対象で あ る 被動者が ， 同 じ動

詞 に対して ， LA 格 を名詞とな っ た り，φ格名詞 となっ

た りす る 例を見 よ う。 こ こ で 注意 し な け れ ば な ら な い こ

とは，これ らが ， 格形式 の 単純な交替で は なく， 意味の

相違を伴 っ て い る 点 で あ る 。

　例文 14）で は ，生 物 で あ る 「人」が LA 格 とな り，15）で

は ， 無生物で あ る 「水」 が φ格とな っ て い る 。 こ の 格形

の 違い は ，名詞 の 有生・無生 に関 わ っ て い る の だ ろ うか 。

ユ4） a． 、 kyhii　
！
mi 　 la　

＾
taa　 su

　　　　犬
一GIS 人 LA な め る AUX ，V

　　　　 犬が 人 をな め た

　　b．＊ 丶kyhii　
tmi

　
＾
taa　　su

　　　　 犬
一GIS 人

一
φ　なめ る AUX ．V

15＞a．　
＾
shimii

−
chu 　

＾
taa　 su

　　　　 猫
一GIS 水

一φ な め る AUX ．　V

　　　　 猫 が 水をな め た

　　b，＊ ＾
shimii

−
chu 　ia　 ＾

taa　 su

　　　　猫
一GIS 水 LA なめ る AUX ．V

　次の 例を見 る と，無生物で あ る 「果物」が，φ格 で も

LA 格で も適格な文 で ある 。 こ の 例から，動詞
＾
taa の

被動者を φ 格 とす るか LA 格 とす るか は，名詞 の 有 生 ・

無生 の 別 に関わ っ て い ない こ とがわか る 。

16）a． ttrashii
　k齷 ishingt

・・

八
taa　 su

　　　　＜人名＞GIS 　 果物一φ な め る AUX ．V

　　　　 タ シ は果物をな め た

　　b，　
xtrashii

　kaa 　
t
　shingtoo 　la　　

＾
taa　　su

　　　　〈人名＞ GIS　 果物　 LA なめ る AUX ，V

　　　　 タ シは果物 をなめ た

16）にお い て ，φ格で 表された a で は，な め た果物が最終

的 に 食べ られた こ とを意味 して い る。 それ に 対 し ， LA

格で 表された b で は ， ただ 単 にな め ただ けで ある こ とを

表す 。 こ れ を，14），15）の 例 に 当 て は め て 考 え て み る と，

14）で は，「犬」 に と っ て 「人 」 は な め て食べ られ る もの

で は ない か ら，なめ るだ け とな り，LA 格名詞で表され ，

15）で は，「水」 は，な め れ ば必 ず腹 に入 る の で，φ 格で

衷 され る Q

　 次の 動詞 は，Xttilj
「見 る」 で あ る 。 こ の 場合も，　 LA

格名詞 と φ格名詞 の 両方を 取 る こ とが で き る。

17） a，　
xkh66

　　
−
kyhi　la　、tljtt・pa 　

＾
ree

　　　　 彼
一GIS 犬 LA 見 る

一AUX ．V

　　　　　彼は 犬を見 た

　　 b．　 tkh66
　　

Lkyhi
　

丶ttiti・pa　
＾

ree

　　　　 彼
・・GIS　犬一φ　見 る一AUX ，V

　　　　　彼 は 犬（の 良 し悪 し）を見た

18）a ．　　 　　　　　　　　　　
＾

b

こ こ で の 意味 の 違 い は，

場合は．そ れ を対象 と して，視線 をそ の方向 に向 け ， 「見

っ め る 」 と い う こ とで あ り， b の よ うに φ格名詞を取

る場合は，「見る」 とい う行為は 漠然 と し た もの に な り，

「判断する」「読む （黙読する1」 な どの よ うな意味で あ

る。こ こ に 「見 っ め る 」 とい う意味 は な い 。

　次の ように 「ドラマ 」「シ ョ
ー
」「映画 」 な どを見る場

合には，φ格名詞が用 い られ，LA 格名詞 にす る と不適

格で あ る 。

19＞　a．　　
＾

ngUti 　
／t66kaa 　　

丶ta琶・pa　
l
　yin

　　　　私一GIS　ドラ マ ーφ 見る一AUX ，　V

Nkh60
　　

＾
thep 　la　tttiti・pa　 ree

彼一GIS 本 LA 見 る一AUX ．　V

彼は 本を 見 た

丶kh66　　
＾
thep 　

、

　ttiti・pa 　
＾
ree

彼GIS 本一φ　見 る
一AUX ．V

彼は 本を読んだ

　　　　　　　　a の よ うに LA 格名詞 を取 る
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　　　　　私 は ドラ マ を見た

　　 b沸
＾
ng 甜

’t66kaa 　la 丶
t甜 ・

pa　
’

yin

　　　　 私一GIS　 ドラ マ LA 見 る一AUX ．V
20）a．　

＾
ngaa 　

｝
t飴 mo 　

丶taa・pa
’

yin

　　　　 私
一GIS シ ョ

・・一一il見 る一AUX ．　V

　　　　　私は シ ョ
ーを見た

　　 b・＊ ＾

ng 装a　
−
tljtimo　 la　N

　tljtt・pa　
i
　yin

　　　　 私
一GIS　シ ョ

ー LA 見 る一AUX ，　V

21）　a．　
＾

ng 且苴　
ノ

pesikop 　
、
　tla
’
　lj　・Pa

！

yin

　　　　 私一GIS 映画一
φ 見 る一AUX ．　V

　　　　　私 は映画を見た

　　 b・＊ ＾

ngtili 　
／

pes三kop　la　丶tlitt・pa　
t
　yin

　　　　 私
一GIS　 映画　　LA 　見 る一AUX ．V

上記 の 例 と併せ て考える と ， ある種 の 動きや内容 の全体

を見 る場合に は，φ格名詞 が 用 い られ て い る 。 LA 格名

詞 を取 る 場合，、t甑 は 「一点 を 集中 し て 見 る 」と い う

意味 にな り ， 「ドラ マ 」や 「映画」などは，「見 つ め る 」

とい う行為に は馴染み に くい の で，LA 格名詞 を 取 らな

い の だ と考
’
え られ る d）

a

　動詞
＾

sii は，
、

t甑 「見 る 」 と
＾

nyU6 「買 う」 の 両方

の 共通 の 敬語形 で あ る 。 22）の よ うに LA 格名詞 を被動

者 と して 取ると 「見 る」 の 意味に な り，23）の よ うに φ

格名詞 を取 る 時 に は 「買 う」 の 意 味 に な る 。 こ れ ら は ，

それぞれ の 動詞 の非敬語形 の 用法をその まま受 け継 い で

い る か らだと考 える こ とが で き る 。

22） ’
s・nam ・1aa　k飆 ＾

thep 　 la ＾
sii

・
pa

＾
ree

　　〈人名〉（旬 　GIS 　 本 LA 見 る （h）−AUX ．　V

　　　ソ ナ ム さん は 本をご覧 に な っ た （h）
23）　a．　

isonam ・laa　k且…i　
＾
thep　

＾
sii

・
pa　

＾

ree

　　　　〈人名〉（h） GIS 本
一
φ　買 う（h）−AUX ，　V

　　　　 ソ ナ ム さん は 本 をお 買 い に な っ た （h）

　　b．　
xsonam

　k甜 （
thep φ／

＊ la＾
ny6U ・pa

“

ree

　　　　＜人 名＞ G工S　 本　φ／LA 買 う
一AUX ．V

　　　　 ソ ナ ム は 本を買 っ た （nh ）

ただ し，丶t甜 に，LA 格名詞 を取 る 用法 と φ格名詞 を

取 る 用法 の 両方がある よ うに ，
＾

sii に も，両方 の 場合が

ある 。 従 っ て ，23a）は ， 「読む」 の 意味で の
、t麗 の 敬

語形 で あ る と考える こ と もで きる 。 こ の 点は，分脈に よ

っ て 判断せ ざ る をえな い 。 しか し，い ずれ に して も ， 22）
の 場合に は ，

丶ttiljの 敬語形 で しかありえな い
。

　な お ，

ノ
nyan 「聴 く」も並行的な 区別 が で き る 。

24） a，　 、trashii　k訟
〆kttn・laa　 ki −kam6U

　　　　〈人名＞ GIS　 先生　GI 話（h｝一一f5
　 　 　 　 　 ’　　 “　　　　　 A

　 　 　 　 　 　 nyan
’
pa 　 「ee

　　　　　 聴 く一AUX 、　V

　　　　　タ シ は先生 の お 話を聴 い た

　　b，＊ 丶trashii　 k飴 ノkan・iaa　ki
−
kam661a

　　　　〈人名＞ GIS　 先生　 GI 話 （h） LA
　 　 　 　 　 ノ　　 ・・　　　　　 A

　 　 　 　 　 　 nyan ’pa　　ree

　　　　　 聴 く
一AUX ．　V

25）　a，　
ノ

trashii　ktiti　／kan・1aa　1｛i　／
shlilj　la

　　　　＜人名＞ GIS　 先生　 GI 口 （h） LA
　 　 　 　 　 t　 　 ハ　 　 　 　 　 へ
　 　 　 　 　 　 nyan ’pa 　　ree

　　　　　 聴 く
一AUX ．V

　　　　 タ シ は先生 の 言 うこ とを聞い た

　　b．＊ Ltrashii
　ka…i　

t
　ktin・1aa　ki　〆

sh 巨a

　　　　〈人名＞ GIS　 先生　GI 口 （h）一φ
　 　 　 　 　 ノ　　 鴨　　　　　 A

　 　 　 　 　 　 nyan ’pa　　ree

　　　　　 聴 く
一AUX ．　V

24）は，「話」 の 全体 ・内容 に耳 を傾ける の で あ る 。 話全

体の 内容 に関す る こ とで あ り，
丶
t飆 「見 る 」 の 「映 画 」

な ど に 対す るの と同 様，φ格名詞が用 い られ る 。 25）は，

元 の 意味ほ 「口 に 従 う」 とい うこ とで あ り，LA 格助詞

に よ っ て，注目する対象を表す 。

III．複合動詞 に おけ る LA 格助詞 の 現れ に つ い て

　現代チベ
ッ ト語 にお い て は，複合動詞が多く用 い られ

る よ うに な っ て きて い る 。 複合動詞 は， 「名詞 十動詞化

詞」 とい う構造 を持つ 。 こ の 名詞部分 は，名詞や動詞 か

ら成 る 複合名詞 で あ る 。 こ こ で 扱 う複合動詞 の 動詞化詞

は ，

＾kyap，
＾
ch 甜 ，

−
tan で あ る5）

。

　複合動詞 は，多 くの 場合，その 内部 の 名詞 が φ 格名

詞 で あ る の で ， さらに一
つ の 名詞を目的語に取 る とき，

φ格名詞 が 二 つ 重 な る こ と を嫌っ て ， 二 つ の 名詞の 内一

方が統語的に LA 格助詞を とる 可 能性 が ある と 考 え る

こ とが で きよ う。 しか し，第 2節 で 見 る よ うに ，実際に

は ， φ格名詞が 重 な る こ とが ある の で ，統語的 な 説 明 は

適切 で は な い 。

1． LA 格名詞 を 取 る 複合動詞

　複合動詞 で LA 格助詞を取 る もの は ， 形式的に は 「閻

接 目的語」 で あると言える が ， 意味的に は，そ の LA 格

助詞 は動 詞 が 表 す動 作 の 到 達 点 とな っ て い る 。

　26）で は ， 「反対」 とい う行為の 目標 とし て ， 「条約」

が LA 格名詞 に な る 。

26）　a．　
Nkhonts6ti

　
丶
ching

’

yii　　
／
thee

　　　　彼
一・PL−−GIS　 条約　 それ一LA

　　　　　
／

ngok6U 　
＾
ch …毫試・pa　

＾

ree

　　　　　　 反対　VBL −AUX ，V

　　　　 彼 らは そ の 条約 に 反対 した
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　　b．＊ NkhQnts66 　　
丶
ching

，

yii　！the

　　　　彼6PL −GIS　 条約
’

それ
一
φ

　　　　　
！rig・kdボ chaa ・pa

＾
ree

　　　　　　 反対　 VBL −AUX ．V

　27）で は ， 「手助け」が 「彼」に到る こ とを表す た め に ，

LA 格が用い られ る 。

27）　a，　
＾
nga 巨・　

−khOo　
＾

roo 　
＾

cha 静
・
亘娯

ノ

y三n

　　　　私
一GIS 彼

一LA 　助け　VBL −AUX ．　V

　　　　 私は 彼を助けた

　　b．＊
＾
ngliti　

−
kho　二監〜と9．．∴qh塾塾・pa

／

yin

　　　　私一GIS 彼
一
φ　助け

’
VBL −AUX ．　V

　28）で は ， 「叱 りつ け る 」 と い う行為が 「学生」 に 及ぶ

こ とを表す。

28）　a，　
Nkhb6

　　
110ptraa ・tsoo

−
sheshe 　

rtan
　su

　　　　彼
一GIS 学生

一PL −LA 　 叱咤　 VBL 　AUX ．　V

　　　　 彼は学生 た ち を叱 っ た

　　b．＊ x・kh66 、1・ptraa・ts・
−
sheshe

−
tan 　 slu

　　　　彼
一GIS 学生一PL 一φ　 叱咤　VBL 　AUX ．V

　29）は，「命令」が 「彼」奪到達点 と して い る 。

29）　a．　
tshung

　kaa　
−
khoo　

＾ kyuus

　　　　政府　 GIS 彼一LA 走 る一9T

　 　 　 　 　
−ka　

−
tan 　shaa 　　　　　　　　　　　　、

　　　　　 命令 VBL 　 AUX ，V

　　　　 政府は 彼 に行 けと命令し た　　　　　　　．

　　b．＊ ishung
　k……a　二1血≧　

＾kyuus

　　　　政府　 GIS 彼一φ 走 る一一9T

　 　 　 　 　
一ka　

−
tan　shaa

　　　　　 命令 VBL 　 AUX ．　V

以上 の 例で は ， 行為者 の 動作 に よ っ て あ る 種の 実質的な

影響が，LA 格名詞で表され て い るもの を到達点と して ，

与えられた と言 うこ とが で き る。

　次の 例は興味深い 。

’^66it6n は ， 複合動詞 と し て は，

「み が く」 と い う意味で あり，LA 格名詞 を取 る 。 こ れ

は ， 「みが く」 とい う行為 が 「ナ イ フ 」 に 何か を 付加 し

て い る とい うこ とを示唆 して い る とい う
6｝

。 そ こ で，b

の よ うに φ格名詞 にす る と適格さが 下が る 。 （不適格 で

あ る と言われ る こ と もあ る。）

30）　a．　
＾

ngljlj　　
！trhi　la　，t’：、弓q．．i．重登塁k1　

l
　yin

　　　　私
一GIS ナ イフ LA 光 出す一AUX ．V

　　　　 私は ナ イフ をみが く

　　b．？
＾
ngl しlj　　

ltrhi

　　企i登O．fゆ塾ki
！

yin

　　　　私
一GIS ナ イ フーφ　光　出す

一AUX ．　V

こ れ に 対 して ，30c）の よ うに，　 LA 格助詞 の 代わ りに

NAS 格助詞 を用 い る と ，

ん’
66　

tt6n
は 「光を出す」 と

い う， 構成要素そ の もの の 意味となる 。

30）　c．　　
＾

ng 巨琶　　
ttrh

三　n ヨ琶　　
’^
δす五負廷塾ki

’

yin

　　　　私一G 工S ナ イフ NA §　光
’
出す一AUX ．　V

　　　　 私は（光 を反射させ て ）ナ イフ か ら光を出す

30）の 例によっ で ， 複合動詞 が， 単 な る 「名詞 十 動詞」と

い う語連続 で は な く，意味的な統合体で ある こ とが わ か

る 。

　31）の よ うに，複合動詞の 名詞部分 の 外に ， さらに，

名詞が三 個存在す る 場合，や は り，受け手を表す名詞が

LA 格となる 。　　　　
−

31）　a．　
Nkh5

δ　　　
一
kyopo・tsoo　　

＾
yikctiti　

．・t

　　　　彼一GIS 貧 し い
一PL−LA 　文具一φ

　　　　　
’
trempee

＾

cha ほ
・
pa

＾
ree

　　　　　 分配一φ　 VBL −−AUX ．V

　　　　 彼は貧 しい 人 た ち に 文具 を分配 し た

　　b．＊ NkhU6
　　

−kyopo・tso　
＾

yikc苴a　la

　　　　彼
一GIS 貧 し い

一PL 一
φ　 文具　LA

　　　　　
ttrempeel ＾

ch 蓋a・pa r^ee

　　　　　 分配一φ　 VB レ AUX ．　V

以上の こ とを 併せ て 考 え る と，複合動 詞 が 取 る項 の 一つ

が LA 格名詞 で ある 場合， 統語的 に LA 格助詞を 取 っ

て 出現 して い る の で は なく，意味的に 到達点を表す名詞

句 に LA 格助詞 が付加された と言える 。

2．　φ格名詞を取 る複合動詞

　前述 の よ うに，φ格名詞を内部 に 持 つ 複合動詞 が，さ

ら に
一つ の 名詞句を取 る時， これ を必ず LA 格名詞 に

す るの で あれば，LA 格助詞 の 出現 を，統語的なもの と

して 説明で きよ う。 しか し，こ こ で 見 る よ うに ，被動者

そ の もの が，変化 し た り出現 し たりす る よ うな動作 な ど

を表す動 詞 の 場合，こ の 被動者は φ格 とな る 。

　32）は ， ま と まっ た 「お 金 」 の分 割 と い う変化で あ

る 。

32）　a，　Nkhonts66 　　
−
ng 廿U　

／kosha ／kya・pa　
Aree

　　　　彼
一Pレ GIS お 金

一
φ　分割 　VBL −AUX ，　V

　　　　 彼らはお 金を分けた

　　b．＊ 丶khonts66　
−
ngUU 　la　

’kosha 〆kya・pa　
＾
ree

　　　　彼
一PL−GIS お 金 LA 　分 割 　VBL −AUX 、　V

　33）で は，「大麦」が 「生産」 に よっ て出現する こ とを

表す 。 すなわ ち ， 無か ら有 へ の 変化 と言 え る 。

33）　a，　
−
SQnampa 　kliti　△哩

　　　　　農民　　GIS 大麦
一φ

　　　　　
sth6nkyee ！

cheki
’

yoo 　
＾

ree

　　　　　　　生産　 VBL −AUX ．　V

　　　　 農民 は大麦を作 っ て い る
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　　 b．＊
−
sonampa 　kaa ．^ n 試剳 a

　　　　　農民　　GIS 大麦 LA
’

　　　　　
zth6nkyee

　
〆
cheki

’

yoo　
＾
ree

　　　　　　　 生産　 VBL −AUX ．　V

逆 に．有 か ら無 へ の 変化 とし て は，次の よ うな もの があ

る 。 紙が，燃 焼 に よ っ て 無 くな っ て しま う。

34＞・・
＾
ngaa

−
・h・ku 旗 旦t；・4．．二煕

・
pa

！

yi・

　　　　私
一GIS 　紙一

φ　　燃焼　 VBL −AUX ，　V

　　　　 私は 紙を燃や した

　　b．＊ ＾

nga 誠　
一
shuku 　la　∫：胆 旦轄a邑 二τ皇旦

・pa
！

yin

　　　　私
一GIS　 紙　 LA 　 燃焼　 VBL −AUX ．　V

　 35丿で は，「店」が商売を して い る 状態か ら して い な い

状態 へ と変化す る。

35）　a．　
ssonam

　k…i…i　
−
tshongkan 丶

chots6d

　　　　〈人名＞ GIS　　店一φ　　時間

　　　　　
！
trhukpaa

／ ko　
＾
kyakii

　　　　　 ee　6　
一・LA 戸 VBL −AUX ．　V

　　　　 ソ ナ ム は 店を六 時 に 閉 め る

　　b．＊ 丶
sonam 　k甜

一
tshongkan 　 la　丶

chots66

　　　　〈人名＞ GIS 店 LA 時間

　　　　　
’
trhukpaa

〆ko　k^yakii

　　　　　 第 6−LA 戸 VBL −AUX ．　V

　本節 の 最初に述べ た よ うに，複合動詞の 被動者が，単

に，動作 に よ る影 響 を 受 け る だ け で な く， あ る種 の 変化

を伴 う場合 ， こ の 被動者は φ格名詞 となる。 こ の 被動

者は，行為者の 動作を受 け る と 同時に ，変 化 の 主 体 とな

っ て い る 。

3． φ格名詞 と LA 格名詞の 両方を取 る複合動詞

　次 の 36）と37）は，上 の 14＞か ら16）で見たの と同様，な

め た対象が腹の 中に 入 るか ど うか を基準 に して，φ 格 と

LA 格が使 い 分け られ る 。 すなわ ち，「私」は ， 「犬 」 に

とっ てな めて 呑込め る対象で はない か ら，LA 格助詞を

取 る 。 「ミ ル ク」 は，なめ れ ば必ず腹 に 入 る の で，φ格

とな る。

36）　a．　
tkyhii

　
／

ngaa 　
丶
centaa 　

＾ kyap　cu

　　　　犬
一GIS 私一LA 舌嘗め　VBL 　 AUX ，　V 、

　　　　 犬が 私をなめ た

　　b・＊ 、kyhii　
’

nga 　
丶
centaa 　k^yap　 cu

　　　　犬一GIS 私一φ　舌嘗め VBL 　AUX ．　V

37）a．　
＾
shimii

ノ，
oma 　

丶
centaa

＾kyap　su

　　　　ma−−GIS　ミル クー
砂　舌嘗 め　VBL 　AUX ，　V

　　　　 猫が ミル クをなめた

　　b・＊ Ashimii

　
ノ ，

omaa 　
丶
centaa

＾kアap 　su

　　　　猫一GIS ミ ル クーLA 　舌嘗 め VBL 　 AUX ．　V

た だ し，複合動詞 の 名詞部分
Xcentaa

は，元 々，
−
ce

「舌」 とい う形態素を 含むため，
．
単 にな め る だ けの 動作

を表す こ とが多い
T）

。

　次 の 動詞
丶k飴 一

tan は，「呼 び寄 せ る 」 とい う意味で

ある 。

−
tan は，本来の 意味は 「送 る」 で あり， こ の 複

合勦詞 は，逐語的に は 「声を送 る 」 とな る が
， 実際に は ，

声 を か け られ た 対象が ， 行為者 の 方 へ 移動す る こ とが期

待され て い る 。

　38a）で は，声 を か け られ た 「私」 が 「母」の 方へ 移動

す る 。 b の よ うに 「私」を LA 格に す る と，声をか け

た対象が他の 人で は なく， 「私」で あ る と い うこ と を明

確 にす る こ とに な る
。

38） a．
T

’

ama ・laa　ktiti　
i
　nga

、kaa −
tan　cu

　　　　　　母 GIS 私
“−il 声 VBL 　AUX ．　V

　　　　 母 は 私を呼ん だ ・

　　b・
一

’

ama ・laa　k…ia　〆
ngaa 　

、kaa −
tan 　cu

　　　　　　母 GIS 私一LA 声 VBL 　AUX ．　V

　　　　 （同上）

　39a）で は」 「タ シ」の 移動先が 「パ
ー

テ ィ 」 で あ る こ

とが 明示 され て い る 。 a と b の 違 い は 38）の 場合と同 じ

で ある 。 すなわち，bで は ， 「タ シ 」が LA 格 に なるこ

と に よ っ て，他 の 人で は な ぐ 「タ シ 」を呼ん だ とい うこ

と を表 し て い る
8）。

39） a．

b．

ssonarrl
　k毯…走　

丶 trashii　
−
thuutro　la

＜人名＞ GIS 〈人名〉一φ パ ーテ ィ LA

　．〕．賊 ．．二典 ．
・P・

＾

ree

　　声 VBL −AUX ，V

ソ ナ ム は タ シ をパ ーテ ィ に 呼んだ
丶
sona 皿 kaa　、　trashii　la　

−
thuutro 　Ia

＜人名＞ GIS ＜人名＞LA パ ーテ ィ LA

　 i茎廷廷．：ち嬰．
・
pa　

＾
ree

　　声 VBL −AUX ．　V

（同上）

38），39）は，φ格名詞 を取 る a の 方が標準的な構文 で あ

り， しか も，φ格名詞で 表 され た 実体 は，移 動 す る こ と

が 期待 され て い る 。

　第 1 節 で 指摘 した よ うに ， 復合動詞は意味的統合体を

成 して い て ，名詞 と動詞の 単な る 語連続 で は な い 。 ま

た，第 2 節 で 見 た よ うに，φ格名詞が二 つ 重 な る こ と が

許 され る こ とか ら，LA 格助詞 は 統語的な 理由か ら付加

され て い る の で は な い こ とがわ か る。 む し ろ ，意味的に，

移動 や変化 の 到達点 を表す もの に LA 格助詞 が 付加 さ

れ る 。

　以上 の こ とか ら，単純動詞
・
複合動詞を通 じて ，チペ

一
　7
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ッ ト語 に お け る φ格が 移動者 ・変化者を表 し ，
LA 格

が移動や変化 の 到達点 とな る こ とがわ か る 。

IV．他の 格 と の 比較

　LA 格助詞 の 正 確な 意味を知 る ため に は ， 他の 格助詞

との 比較も必要 で あ る 。 本章で は ，被動者ま た は 行 為の

位置を表 し て い る と思 わ れ る NAS 格 と共格 と して の

DANG 格を，　LA 格 と比較す る。

L 　 NAS 格 との 相違

　40＞か ら42）の 例は，被動者 と して NAS 格名詞を取 る

動詞 の 例 で あ る。

　NAS 格を用 い る 場合，　 NAS 格名詞が 表す実体 を起

点 と して 他 の 実体をつ か ん だ り， 引 っ 張 っ た りし て い る

と意識 される。 例 え ば ， 40a）で は，　「つ か んだ ロ
ープ

が ， 他 の もの に つ な が っ て い る」 こ とを表 し， 41a）で

は．「足 を引 っ 張 っ て，それが身体全体に 及ぶ」こ とを

示す 。

40）　a．　
丶 losan　k…i…i　

　
thakpa 　nljlj　

＾

cUti・pa　
＾

ree

　　　　〈人名＞GIS　ロ ープ　NAS 掴む
一AUX ，V

　　　　 ロ サ ン は ロ
ープをっ か ん だ

　　b，　
丶10san　ktilj　

−
thakpa　

＾
cttU

・pa　
＾
ree

　　　　〈人名＞GIS ロ ープー一
φ 掴む

一AUX ．　V

　　　　 ロ サ ン は ロ ープ をっ か ん だ

　　 c． 丶1・ san 　 k飆
Mthakpaa ＾

ctitt・pa
＾
ree

　　　　〈人名＞GIS ロ
ープーLA 掴む一AUX ．V

　　　　 ロ サ ン は ロ ープ をつ か ん だ

41）　a．　
strashii

　ktiti　
一kangpa　n 琶…l　

Nthen ・
pa　 r^ee

　　　　〈人名＞ GIS 　　足　　NAS 引く
一AUX ．V

　　　　 タ シ は 足 を引 っ 張っ た

　　b．　 丶

tlashii　k巨巨　
一
kangPa　t

　then・pa　
（

ree

　　　　＜人 名＞ GIS　 足ゆ 　 引く一AUX ．V

　　　　 タ シ は 足を引っ 張 っ た

　　 c．＊ 丶trashii　k…1a　
−kangpaa　l

　then ・
pa 　

＾
ree

　　　　〈人名＞ GIS　足一LA 　 引く
一AUX ．　V

40c ）で は ，
　 LA 格名詞 が 現れ て い る 。 こ の 場合，他の

LA 格名詞 と同様， 「ロ
ープ」 が 行為の 到達点 とな っ て

い る 。 41c）の 場合 には ，　 LA 格 に は な っ て い な い 。こ れ

は ， 「引く」とい う行為 か ら，到達点を表す LA 格助詞

が 取 られ に くい の だ と考 え られ る 。

　次 の 二 例の 違 い は，42a ）は 「自動車」 の
一部を引っ 張

っ て ， 全体を動か した とい うこ とで ある が，動 い て も動

か な くて も よ く，　「引 く」 と い う行 為 に重 点 が 置 か れ て

い る 。
一方，b は，　 「自動車」を 「（遠 くまで ）引 っ 張 っ

て 動 か し た 」 とい う意味 で あ り，距離的 に一定以上動

き，動詞 と し て は 「動か す」方 に重点が置か れて い る Q

42） a．　 Ntrashii 　 k飴
ノ
motra 　 n 甜

丶then ・pa
＾
ree

　　　　＜人名＞ GIS 自動車 NAS 引く一AUX ．　V

　　　　 タ シ は 自動車 を 引 っ 張 っ た

　　bi　 、trashii　kaa　／
rnotra φ／

＄ la／＊
nljti

　　　　＜人名＞ GIS 自動車 φ／LA ！NAS

　　　　　
＾
trhtiti・pa　

＾
ree

　　　　　 引く一AUX ．V

　　　　 タ シ は 自動車を引 っ 張 っ て 行 っ た

　 こ れ ら の 例か らわ か る こ とは ，被動者が移動す る 場合，

絶対格が 用 い られ るの に 対 し，被動者の
一部を起点とし

て ， 全体に影響する よ うな行為 は ，NAS 格名詞 を被 動

者 と し て取 る とい うこ とで あ る 。

　NAS 格 は ，
い わ ゆ る 「奪 格」 で あ り，起点 を表す。

NAS 格に対し ，
　 LA 格は位置や方向は 表す こ とが で き

るが，起点を表す こ とはな い 。 次の 二例は ， 行為の場所

を表して い る と言 え る もの だ が，LA 格名詞 で は な く，

NAS 格名詞が用い られ て い る 。

43）a．　
、trashii　k葩

”
chu 　na 琶

／

nya 　
＾
sim

・
pa　

s

　ree

　　　　〈人名＞ GIS 水 NAS 魚 捕る一AUX ．V

　　　　　タ シ は川で 魚を捕っ た

　　b．＊ 丶trashii
・k甜

一
chu 　 la　！

nya
＾
sim ・pa

＾

ree

　　　　〈人名＞GIS　 水　LA 　 魚 捕 る
一AUX ．　V

44）　a，　
Nkh6U

　　
−
tshamtso 　nljli　

rtsha
丶1en・pa　

＾

ree

　　　　彼
一GIS　　塩湖　 NAS 　塩 　 採る一AUX ．V

　　　　 彼 は 塩湖 で塩を取 っ た

　　b，＊ 丶kh66 　　
−
tshamtso 　la　

　
tsha

丶len・pa　
＾
ree

　　　　彼
一GIS 　　塩湖　 LA 　 塩　採る一AUX ．　V

上 の 文で は，NAS 格助詞 の 代わ りに LA 格助詞を用い

る と不適格な文 に なる 。 「魚」や 「箙」 は，「丿IU 「塩 湖」

を起点 と して，行為者 の 方 へ 移動するの だ と解釈で きる 。

2． DANG 格 との 相違

　DANG 格 は， 相互 的な動作 にお い て は 共同行為者を

表す。そ れ に対 し，LA 狢 は，動作が一方的に LA 格

名詞 が 表す実体へ と向か うこ とを表す 。

45） a，　　　　　　　　　　　　
A

b，

46）a．

tkhti6
　

／
mo 　la　丶tham ・pa　 ree

彼一GIS 彼女 LA 抱 く
一AUX ．　V

彼 は 彼女を抱きし め た

Xkh66
　

／

mo 　 taa　
丶tham ・

pa
＾
ree

彼一GIS 彼女 DANG 抱 く
一AUX ．　V

彼は彼女 と抱 き合 っ た
9）

！kyakaa　k齦 ＾kyanaa　la 丶

maa
！kya・pa

へ
ree

イ ン ド　GIS 　中国　LA 戦争 VBL −−AUX ．　V

イ ン ドは中国に 戦争を仕掛けた

8　一
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　　b．　
ノkyakaa　kti…l　 A

　kyanaa　　taa

　　　　 イ ン ド　GIS　 中国　DANG

　　　　　
、
maa

’kya・pa
＾

ree

　　　　　 戦争 VBL −AUX ．　V

　　　　 イ ン ドは中国と戦争を した

45a ）に つ い て は，　 LA 格名詞を取 る動詞 と して ， 上 で も

見た 。 b の よ うに DANG 格助詞 を用い る と ，
二 人 が 抱

き合うこ とを表す 。 46a）で は，「イン ド」が 「中国」 に

戦争を一方的に仕掛けたの で ある。 とこ ろが，b の よ う

に DANG 格助詞を用 い る と，両方が戦 い あっ た と い う

こ とで あ る 。 相互行為を表す こ と の で き る動詞 で も，

LA 格名詞を取 っ た 場合に は，一方的な 行為し か 表さな

い 。

　本章 で は，LA 格助詞 は，常 に，移 動 の 到達 点 を表す

た め に 用 い られ ，
NAS 格助詞 ，

　 DANG 格助詞も， そ

れ ぞ れ の 固有の 意味にお い て 用 い られ る こ とを見た 。 構

文 的には，そ れ ぞ れ の 助詞 を交換で きる こ とが ある か も

しれない が，意味的 に は，それぞれが異な っ た 事態を表

し て い る D

ま　 と　 め

　本稿 に お い て ，筆者は ，チベ ッ ト語の LA 格助詞が ，

い わゆる 目的語 に 付加 され て い る場合 も，基本的 に は移

動 の 到達点を表 して い る こ とを示 した 。 さらに ， 他の 格

に つ い て も，LA 格詞 との 比 較 に よ っ て ，
　 LA 格助詞 と

は 異 な っ た 独自の 意味機能を持ち ， そ の 意味を 明確 に 保

持して 用 い られ て い る こ とがわか っ た 。

　本稿 に お い て は，GI 格助詞や LAS 格助 詞 は 扱 っ て

い な い 。 特に，GI 格助詞 は ， 複合動詞の 被動者の 位置

に 現 れ る こ とが あ る の で 重 要 で あ る Q また，動 詞 に つ い

て も，直観的 に見 る の み で ， 詳 しい 記述 を して な い 。 今

後，さらに研究が必要で ある 。

　　　　　　　　　　　　註

＊

） 本稿 は，
’88 年11月の 日本西 蔵学会第36回大会 （於

　　成 田山）に お い て ，筆者 が 発表 した 「現代チ ベ ッ ト

　　語 1こおける LA 格助詞 と絶対格」 の 内容を中心 に ま

　　とめ た もの で あ る 。 本稿 の 例文は，主 と して ，So皿 am

　　Chunpee 氏 よ り得 られたもの で あ る 。
　Sonam 氏 に

　　は ，

’88年 8 月に調査を行 っ た 。 また，
’89年 3 月 に

　　来日した Ngawangthondup 氏 に 対す る調 査 も参考

　　に した 。 両氏 の 間には，適格 さの 認定 にややずれ が

　　あ るが，それ ぞれ に お い て は，本稿 に示 した原則 に

　　従 っ て い る D な お ，Tshultrim　Kalsang 氏 か ら も，

）1

）2

）3

）4

）5
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貴重 な ご意見を頂 い た。 こ こ に 記 して ，三 氏に対す

る感謝の 意としたい 。

こ こ で ， 「φ格」 と呼ぶ の は， 本文で 説明 し て い る

よ うに 後置詞を持 た ない 名詞 だ け の 形式 で あ る が ，

「絶対格」 と呼ばれ る こ と もあ る 。

格助詞 の 形式と意味につ い て ， 格助詞の 発音， 例文

で の 逐語訳，概略 の 意味 は，次 の 通 りで ある 。

　発音　　 逐語訳

　 1a　 　　 　 LA

　kgti　　　 GIS

　 n 葩 　　　　NAS

　1甜 　 　　 　LAS

　ki　 　 　 　 GI

　taa　 　　　DANG

（絶対格）　 φ （ま た は 無記）

意味

〜 へ ，に

〜に よ っ て ，
〜が

〜か ら

〜よ り

〜の

〜と

〜を，〜が

　 助詞 は，全 て，軽声 で 発音 され る 。 LA 格助詞，

GIS 格助 詞，　 GI 格助詞 に つ い て は，短母音開音節

の 名詞 に 付加す る時，屈折形式 の ご と く名詞の 語末

母音 を変化 させ る こ とが あ る。

　 CV 十 LA − CVV （特 に，i，　u 　
−一→葱 ，oo ）

CV 十GI − CW   こ
， a ，

u
，
o 一唖 a

，
　titt

，
δ5）

　 CV 十GIS − CVV （特 に，a，u ，o 一
甜 ，U貢，60，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か つ ，下 降 調 に す る ）

こ の 規則 は ， 絶対的な も の で は な い 。従 っ て ， 条件

が 揃 っ て い て も，こ の 屈折的変化 を起 こ さ な い こ と

がある 、 短母音閉音節 の 語 は，長母音開膏節 の もの

と同 じ扱い を受 け，こ の 規則 は 適用 され な い 。 本表

記 法 で は，原 則 と して，長 母音閉音 節 の 語 は無 い 。

「目的語」 とい うの は ， 統語上 の 用語で あ り，
こ れ

に対置され る概念は 「主語」で あ る。 本稿の 基本的

な 目漂 は，チ ベ ッ ト語 の 文 にお い て は，こ の よ うな

統語的な概念 は有用 で は な い こ とを示す こ とで ある

と言 っ て も よ い 。 ま た，「主格」「与格」な ど の 述語

は，誤 解 を 招きやすい の で ，本稿 で は用 い な い 。

ただ し ， 例 え ば， 「私は （他 の 映画で は なく） こ の

映画 を見 た 」な ど の よ うに他 との 比較 に お い て ，見

た 映 画 を 取 り上 げ る 場合 に は LA 格名 詞 が許され

る 。 こ の 場合 に は，映画 の 内容を見 る とい うの で は

なく，い くつ か の 映画 の 内の 一つ を選 ん だ こ とを表

し て い る と言 え る 。

こ れ らの 動詞化詞 は，主 と し て ，意志動詞を形成す

る が，無意志動詞を形成す る こ と も あ る 。 本文で

は，意志動詞 の 例の み を挙げて い る 。 ま た，動 詞 化

詞 に は，外に も，丶
chin ，丶thep ，

−
shoo な ど，主 と

し て 無意志動詞を形成す る もの もある 。
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一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

6） Ngawangthondup 氏 に よれば ，
　 LA 格名詞 を 用い

　　る と ， 何か を付加する 印象を与え る との こ とで ある 。

7） Ngawang 氏 は， こ の 複合動詞 に 「食べ る」 とい う

　　意味をもたせ なか っ た 。 ま た， 上で 見た
＾
taa につ

　　 い て ，氏 は，液状 の もの に つ い て の み 言 うの で あ っ

　　て ， 固形 の もの は ， 嘗め て 食べ る こ と は で きな い か

　　ら，丶
centaa

＾kyap を使うべ き だ と され た 。 ま た，

　　液状 の もの で も，なめ る だ け （また は ，舌 で 触れ る

　　だ け）の こ とは 可能 で ある か ら，本文 の 例文 37b）も

　　適格で あ る と い う。 い ずれ に して も，LA 格 と φ格

　　 の 使 い 分 けは異な っ て い な い
。

8） 次 は，39）の 敬語形 と言える。「彼」が，移動者 で あ

　　 り，φ格 とな っ て い る 。

　 　 　 丶
sonam 　klilj　

rkhon
　

丶
sδ6tsii　 ］a

　　　 〈人 名＞ GIS 彼 （h）一φ 食事（h）LA

　　　　
！
耄…intren　

A
　shtiu ・pa　

＾
ree

　　　　 招待（h）言 う（h＞−AUX ．　V

　　　　ソ ナ ム は 彼を 食事に招待した

　　 こ の 場合，Ngawangthondup 氏 に よ る と，「彼」 は

　　 LA 格 に な ら ない 。

丶k甜
rtan

と違 い ，「招待する 」

　　 場合，直接，声 を か け る と い う こ とが な い か らの よ

　　 うで あ る 。

9）　こ の 意味で は，次の よ うに言 う方 が 好 ま しい と言う

　　 人 も い る。

　　　
丶kh66　fmo

　 taa 　　
、thamrii 　

Achljlj ・pa
＾
ree

　　　 彼
一GIS 彼女 DANG 抱 く《相互＞VBL −AUX ．　V

　　　　彼 は 彼女 と 抱き合 っ た

　　 す な わ ち，動詞を相互形にする 接辞を付加 して 名詞

　　 化 した の ち，動詞化詞 に よ っ て ，動詞 とす る 。

略　号

AUX ．VCONJ

（h）

（nh ）

助動
．
詞

接統詞

敬語形

非敬語形
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